
  登米高通信 
《目指す生徒像》＝将来にわたって活躍できる土台を備え，地域を支える人材の育成 

 

 

 

 

ブログ等でも随時情報を発信しております。ホームページもぜひご覧ください。 https://tome-h.myswan.ed.jp/ 

 

 

 

４月８日(月) PTA 会長秋葉加織様、同窓会長佐々木康明様をはじめ、

多数のご来賓のご臨席のもと、第７４回入学式が行われました。１００

名の入学生の名前が、クラス担任から呼名されたのち、鈴木秀利校長か

ら全員の入学が許可されました。鈴木校長は式辞の中で、「本気」をキ

ーワードにしながら、「主体的に学び続けること」と「志を高く掲げ挑

戦し続けること」の２つを常に忘れずに高校生活を送ってほしいと述べ

ました。新入生を代表し１年１組及川大翔君（佐沼中出身）が宣誓を行

いました。 

〈私たち新入生１００名は、宮城県登米高等学校に入学を

許可されました。つきましては校規を厳守し、生徒としての本分

を守り、文武両道に、切磋琢磨することをここに誓います〉 

本校は、来年度創立１００周年を控えており、これまでの長い歴史と

伝統を背負う厳粛さの中に、これからの希望に満ちた雰囲気の中で入学

生 100名を迎えました。生徒会役員・野球部・ソフトテニス部による

溌剌とした校歌紹介の場面もあり、平成３１年度の清々しいスタートと

なりました。  

入学式で代表宣誓をする及川大翔君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１０日(火)今年度最初の生徒会行事となる対面式・部活動紹介が

行われました。吹奏楽部の歓迎演奏にあわせて，旗手の３年小野寺航大

君を先頭に、新入生 100 名が真新しい制服に身を包み入場。生徒会の

千葉麻利奈さんが「私たちは新入生のみなさんとともに、登米高校の新

しい歴史を創っていきたい」と歓迎の挨拶を述べました。 

次に新入生を代表して、１年２組山内葵さん（中田中出身）が，「１

日も早く登米高校での学校生活に慣れ、登高生の自覚を持って先輩方の

後姿を見ながら、これからの登米高を盛り上げていきたい」と力強く誓

いの言葉が述べられました。部活動の紹介に移り、各部が趣向をこらし

た企画で、部の魅力を発信、入部を訴えるパフォーマンスあり、作成し

た独自ＰＲ動画ありで盛り上りました。 

 

旗手の小野寺航大君に誘導されて入場する新入生たち 
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り
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者
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皆
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は
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し
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し
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御
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援
と
御
協
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を
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大
正
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四
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地
元
地
域
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熱
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に
よ
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実
科
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等
女
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
本
校
は
、
長
い
歴
史

の
変
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経
て
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昭
和
二
三
年
男
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学
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登
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〇
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〇
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ぐ
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導
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動
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始
さ
れ
ま
す
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各
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主
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的
・
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話
的
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深
い
学
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た
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総
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」
か

ら
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総
合
的
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へ
の
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と
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識
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報
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す
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だ
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な
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法
や
発
信
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身
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付
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置
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ま
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「
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ド
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本
校
の
特
色
は
、
保
護
者
と
地
域
の
皆
様
の
温

か
い
眼
差
し
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
生
き
生
き
と
自

己
実
現
を
果
た
し
て
い
く
と
い
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に
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ま

す
。
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後
も
家
庭
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域
と
の
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を
密
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ら
、
教
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員
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と
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生
徒
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、
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人
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長
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る
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魅
力
あ
る
学
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作
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
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す
。

今
後
と
も
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護
者
、
地
域
の
皆
様
の
御
支
援
と

御
協
力
を
、
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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宮城県登米高等学校 《基本方針》 

◇確かな学力を身に付け、生徒の志望を達成させる 

◇社会人として自立できる人間づくり 

◇生徒 保護者 地域から信頼され、選ばれる学校づくり 

校 訓  誠 実 勤 勉  進 取 平成３１年４月号 

４月２４日発行 



 

新年度，登米高に着任された１１名の先生方です！  （敬称略） 

職 名 氏 名 前 任 校 担当教科等 

教 頭 鶏徳  雅宏 利府高校  

主幹教諭 阿部  政文 本校（昇任） 商業・ソフトテニス 

教 諭 三塚 ひろみ 気仙沼高校 国語・陸上競技 

教 諭 後藤 龍之助 志津川中学校 英語・バスケット 

教 諭 大竹  史人 気仙沼向洋高校 体育・バスケット 

教 諭 鈴木  郁恵 新規採用 英語・軽音楽 

養護教諭 熊谷  樹梨 本校（育児休業） 茶華道部 

事務次長 佐藤  恭央 入谷小学校  

主 査 高野  智代 九条小学校  

学校司書 二ノ神 裕子 佐沼高校  

事務補助 小山 奈緒美 新規採用  

 

 

【野球部大阪遠征へ】３月２３日（土）～３月２５日（月） 

本校野球部は４回目となる気仙沼高校野球部と合同で大阪府茨木市

での親善試合「がんばろう！つばさネットワーク」に招待参加し、様々

な交流を深めてきました。被災地東北との野球交流を通じた支援を目指

すこの企画を通じて、野球部員は茨木市内の家庭や施設にホームステイ

をしながら、在阪高校との交流試合の他、少年野球との交流イベントに

参加。東北の元気と登米高野球部を大いにＰＲしてきました。 

 

【情報文化部】が登米苑を訪問 ３月１３日（水） 

情報文化部ボランティ

ア班の５名が、特別養護

老人ホーム「登米苑」を

訪問し、交流会を行いま

した。３年千葉瑞貴さん

が絵本「もちもちの木」

の読み聞かせに始まり、

２年佐々木駿斗君の数え

歌「いちじく にんじん」

で入所者約 40 名の皆さんと楽しく歌を歌いました。最後に、３年川合

陽香さん・加美山美憂さんが手作りのお手玉 20 個とハーバリウム４本

を寄贈。特に、お手玉は懐かしく得意な方も多く、大変喜んでいただけ

ました。短い時間でしたが、楽しいひと時を過ごすことが出来ました。 

 

 

３月卒業した渡邊ちなみさんの、登米高３年在学時に初めて執筆した

小説「落日と鬼灯（らくじつとほおづき）」（筆名・水無月 恒）が、第

2回仙台短編文学賞（審査委員長・直木賞作家熊谷達也氏）の応募総数

３２４編の中から、「東北学院大学賞（奨

励賞）」に見事入選を果たしました。この

小説は、主人公の千榛（ちはる）が、生ま

れ故郷の登米市に十何年ぶりに帰省し、祖

父母との懐かしい思い出とともに、17年

前、佐沼夏祭りで起こった祖父の不慮の死

の記憶が、主人公の罪悪感をさいなみ続け

ながら、現実世界と幻想世界が交差する巧

みな構成となっています。同賞は、審査委

員長と同学長みずからの推奨による賞。将

来性が期待できる若手という点で高い評

価を得ての受賞となりました。渡邊さんの小説は、雑誌『震災学』（４

月号）に掲載されています。本校図書館でも、閲覧することができます

ので、皆さんぜひお読みください！ 

「受賞の言葉」   平成 30 年度卒業生 渡邊 ちなみ 

地元に縁のある名誉ある賞を頂戴することとなり、驚き

もありながら大変嬉しく思っています。大学進学で地元

を離れますが、最後に故郷への感謝を形にすることがで

きました。今後も今回の経験を生かして頑張りたいです。 

 

 

昨年度末３月１５日（金）、河北新報社本社販売局の畠山茂陽様らを

お招きし、「ニュースの見方・新聞の読み方」講座を開催しました。日

頃スマホのニュースには触れている生徒でも、新聞を手にしてページを

めくって記事を読み込むことが少なくなっています。そこで、社会の授

業の一環として、２学年全体で新聞記事をどう読んだらいいのかという

課題を、実際に新聞を作っている河北新聞社の方から直接教わりました。

生徒たち全員に前日の河北新報が手渡され、ゲーム形式で、何面のどこ

にその記事が載っているのかを当てる早当てクイズが出され、大いに盛

り上がりました。 

 

 
４月２０日（土）本校ＰＴＡ総会が開催されました。授業参観には朝

早くから多数の保護者の皆様にご参観いただきました。参観後ＰＴＡ総

会が行われ，１７４名の会員参加となりました。秋葉会長の挨拶後の協

議では、PTA 会長には秋葉加織様（東和支部）が再任された他，役員

の方々が承認されました。そして特別企画として「吹奏楽部ミニコンサ

ート」。本当にすばらしい演

奏に心和みました。翌２３日

（火）午後 6 時よりＰＴＡ

総会の報告会が行われ，66

名の保護者が参加し、合計

240 名の参加となり盛況の

うちに終了しました。 

 

https://sendaitanpenbungak.wixsite.com/award/single-post/2018/07/10/%E7%AC%AC2%E5%9B%9E%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%80%81%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%97%E9%85%8D%E5%B8%83%E4%B8%AD%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82

